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ポリファーマシー回診の内容

対象病棟
整形外科病棟の65歳以上の患者

これまでの問題点
入院時に病棟薬剤師が実施する持参薬調査ではポリファーマ
シーが散見されるものの、手術を主として行う整形外科医と
薬剤師だけによる積極的な介入は困難。

病棟薬剤師と高齢者医療センターの老年専門医・薬剤師によ
る服用薬剤の処方検討を実施。

カンファレンスの風景
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対象患者の内訳の処方提案の受け入れ率 退院後の処方状況

ポリファーマシー回診の結果

多職種による活動は
ポリファーマシーの解決に有効

薬剤に対する情報共有
（診療情報提供書やお薬手帳の活用）は

退院後の処方内容継続に効果的

（1年間の集計結果）
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